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◎選評　斎藤正敏
　診断の結果良かったですね。それにしても一寸した言葉ひとつが明暗のわかれ道に
なるのですね。心したいものです。

言
葉
の
力

�

金
綱　

あ
き
子

一
人
暮
ら
し
で
認
知
症
だ
な
ん
て

言
わ
れ
た
ら　

ど
う
し
よ
う

お
ど
お
ど
し
な
が
ら　
エ
ム
ア
ー
ル
ア
イ
と
や
ら
で

脳
内
診
断
を
し
た

お
齢
は
お
い
く
つ
で
す
か
の
問
い
に

迷
わ
ず
八
十
四
歳
と
数
ヶ
月
と
答
え
た

映
像
を
じ
っ
と
見
て
い
る
医
師
の
表
情

も
う
お
齢
で
す
か
ら
ね　
と
言
わ
れ
る
と
思
っ
た
ら

な
ん
と　
お
齢
に
し
て
は
と
て
も
良
い
状
態
で
す

ま
さ
か
の
言
葉
に
安
堵
す
る

言
葉
は
明
暗
の
わ
か
れ
道

宝
石
に
も
な
り　

悪
魔
に
も
な
る

頭
も
す
っ
き
り　

足
も
と
軽
く

は
ず
む
足
ど
り
で
家
路
を
急
ぐ

晴
れ
た
心
に
鳩
が
飛
ぶ
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御
蔵
芝
の
熊く

ま

野の

神
社
に
つ
い
て
（
一
）
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茂
原
市
の
最
北
東
部
に
あ
る
御

蔵
芝
に
熊
野
神
社
が
あ
る
。
こ
の

神
社
が
位
置
す
る
地
名
は
豊
岡
村

御
蔵
芝
字
宮
之
台
で
あ
っ
た
が
、

字
名
が
北き

た

輪わ

名な

目め

に
な
り
、
今
は

茂
原
市
御
蔵
芝
七
二
四
番
地
と

な
っ
て
い
る
。

　

御
蔵
芝
は
、明
治
二
十
二
年（
一

八
八
九
）
町
村
制
施
行
に
伴
う
町

村
合
併
に
よ
り
、
豊
岡
村
に
編
入

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
十
一

年
（
一
九
五
六
）
に
本
納
町
、
昭

和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
は

本
納
町
と
茂
原
市
の
合
併
に
よ
り
、

茂
原
市
御
蔵
芝
と
な
っ
た
。

　

御
蔵
芝
と
い
う
地
名
は
、
大
変

珍
し
い
地
名
で
こ
れ
に
つ
い
て
は

諸
説
あ
る
。
古
く
は
芝
と
言
っ
て

い
た
と
い
う
。
戦
国
時
代
初
期
に

活
躍
し
、
七
里
法
華
で
有
名
な
上

総
国
土
気
城
主
の
酒
井
小
太
郎
定

隆
の
領
地
に
、
農
産
物
の
蔵
を
建

て
た
こ
と
か
ら
、
地
名
を
御
蔵
芝

に
変
え
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
古
老
に
よ
る
と
、
伊
豆
七

島
の
御
蔵
島
と
関
連
が
あ
る
と
も

言
う
。

　

熊
野
神
社
の
由
緒
は
か
な
り
古

く
、
応
徳
年
間
（
一
〇
八
四
～
一

〇
八
七
）
頃
の
創
建
で
、
紀
伊
の

熊
野
神
（
熊
野
大
権
現
）
を
勧
請

し
た
と
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
古

社
で
あ
る
。
祭
神
は
伊い

ざ
な
ぎ
の

弉
諾
命み
こ
とと

伊い
ざ
な
み
の

弉
册
命み
こ
とで
あ
る
。
旧
号
は
熊
野

権
現
と
称
し
た
が
、明
治
三
年（
一

八
七
〇
）
九
月
に
熊
野
神
社
と
改

号
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

境
内
社
は
、
天
神
社
、
子
安
神

社
、
八
幡
神
社
、
春
日
神
社
、
水

神
社
、
御
嶽
神
社
、
厳
島
神
社
の

七
社
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
十
二

年
（
一
九
〇
九
）
十
一
月
か
ら
は

御
嶽
神
社
と
厳
島
神
社
の
二
社
が

な
く
な
り
五
社
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
境け

い

内だ
い

社し
ゃ

と
は
神
社
の
境
内

に
、
本
社
と
は
別
に
祀
ら
れ
て
い

る
神
社
を
い
い
、
氏
子
も
い
な
く

社
格
も
無
い
神
社
を
い
う
。

　

茂
原
市
内
で
一
番
多
い
神
社
は

八
幡
神
社
で
十
六
社
、
次
い
で
熊

野
神
社
、
稲
荷
神
社
、
八
坂
神
社

が
そ
れ
ぞ
れ
六
社
と
な
っ
て
い
る
。

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
作

成
さ
れ
た
各
神
社
の
由
緒
、
祭
神
、

社
殿
等
が
記
載
さ
れ
た
「
千
葉
県

神
社
明
細
帳
」
に
よ
る
と
、
熊
野

神
社
は
八
社
あ
る
。
立
木
、
大
沢
、

小
林
、
千
沢
、
木
崎
、
小
萱
場
、

真
名
（
天
照
大
神
末
社
）、
そ
し

て
こ
こ
御
蔵
芝
に
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
祭
神
は
異
な
っ
て

お
り
、
し
か
も
一
社
に
一
柱
と
は

限
ら
な
い
。
内
務
省
に
よ
っ
て
進

め
ら
れ
た
神
社
の
統
一
整
理
に
よ

る
。
す
な
わ
ち
、
一
村
一
社
化
に

よ
り
、
寺
院
の
支
配
下
に
あ
っ
た

神
社
の
独
立
化
い
わ
ゆ
る
神
仏
分

離
な
ど
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
主
祭
神
は
、
立
木

が
伊い

ざ
な
ぎ
の

弉
諾
命み
こ
と、
大
沢
・
素す
さ
の
お
の

戔
鳴

尊み
こ
と、
小
林
・
伊い
ざ
な
み
の

弉
册
命み
こ
と、
千
沢
・

櫛く
し

御み

気け

野ぬ
の

命み
こ
と、
木
崎
・
櫛く
し

御み

気け

野ぬ
の

命み
こ
と、

真
名
・
伊い
ざ
な
み
の

弉
册
命み
こ
と、

そ
し
て

御
蔵
芝
は
伊い

ざ
な
ぎ
の

弉
諾
命み
こ
とと
伊い
ざ
な
み
の

弉
册

命み
こ
とで

あ
る
。
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栄▲熊野神社（御蔵芝）


